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南房総館山湾坂田の海岸植物相 
 

 

飯島 明子1 
 

要 旨 

 館山湾の坂田海岸において植物の種リストを作成した。2022 年の 4 回の調査

で草本と蔓植物 65 種、高木と低木 18 種、合計 83 種が出現した。うち海岸のみ

に生育する植物は 27 種であり、その中の 22 種は複数の自治体のレッドリストに

掲載されていた。またこの調査中に希少な海浜性のシロスジコガネの幼虫も発見

された。埋め立てや護岸、砂浜の退縮などで海岸植物の生育地は全国的に減少し

ている。種子を海流で分散させる海岸植物と、浮游幼生期をもつ干潟の底生動物

の間には、海を介したメタ個体群に崩壊の危機が迫っている点が共通している。

生育地の保全は最重要であり、坂田海岸のようにごく小規模な生育地でも保全す

る価値は高いと考えられる。 

 

はじめに 

 海岸植物とは、陸と海の境界部分、つまり砂浜や後背湿地、海岸の崖地、岩場

などに生育する特異な植物群である（鈴木 1994； 由良 2001）。海岸は一般に、

植物にとって過酷な環境と言える。特に外洋の沿岸部では、波が高い日にしばし

ば海水の微粒子が空中に長く漂って植物を障害し、岩場や砂浜の表面は高温と

なって種子や芽生えに悪影響を及ぼす（由良 2001）。また強い海風は砂を吹き付

けて植物体を傷つける。しかしこうした環境に耐え、むしろ適応して生育するの

が海岸植物である。なかでも生存に塩分を必須としたり、種子が海流で分散する

 
1 神田外語大学外国語学部イベロアメリカ言語学科准教授。 
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タイプのものは、自然状態では海岸にしか分布しない。 

 房総半島南部の沿岸域は岩礁と砂浜が複雑に入り組んだ地形で、海岸植物を含

む多様な海洋生物が生育・生息している。特に岩礁海岸は岸辺に平坦な場所が少

ないため、あまり開発されず良好な自然環境が残されている。その一つが、館山

湾湾口部の坂田
ば ん だ

にある東京海洋大学の研究施設前の海岸である。ここは海岸林か

ら海まで人工物がほとんどなく、海岸植物が多く見られる。 

 日本の自然海岸は、埋め立てや護岸などにより各地で失われており、レッドリ

ストに掲載されている海岸植物も多い。本稿では坂田海岸に生育する海岸植物に

ついて、現時点における出現種を報告する。1 年未満の調査であるため出現種リ

ストはまだ完璧とは言えないが、後年の同地域における海岸植物相の変化を検出

するための手がかりとなることを願っている。 

 

調査地と方法 

 房総半島における坂田海岸の位置を図１に示す。東京海洋大学水圏科学フィー

ルド教育研究センター館山ステーションは、館山湾の湾口、洲崎灯台の約 1.5 

km 東に位置している。この研究棟前から西へ、約 250 m にわたって海岸沿いを

くまなく歩き、目視で観察できた植物を同

定した。この海岸では海岸林と小規模な崖、

砂浜および岩礁海岸が、人工物に分断され

ることなく連続している。館山ステーショ

ンではスクーバ潜水による魚類研究が行わ

れており、また近くにダイビングショップ

もあるが、海水浴客はほとんどおらず、海

岸植物の生育場所への踏みつけは少ない。 

 

図１ 調査地の位置     
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 調査地最寄りのアメダス測点、館山（標高 6 m）の観測データによれば2、

1991 年〜2020 年の年平均気温は 16.2℃、最寒月（1 月）の平均気温が 6.4℃、年

間平均降水量は 1845.9 mm だった。 

 植物の生育場所は 3 種類に区分した。1）陸側の海岸林と林縁、2）岩場、3）

砂地である（写真１）。ただし 1）の海岸林には奥まで踏み入ることはなく、林

縁から見える範囲で出現した植物を記録した。2）の岩場は植生に覆われていな

い裸岩が幅 1 m 以上存在する場所とし、岩の隙間に砂が溜まっている場所も含

んでいる。また海岸林から離れた岩場の上に植生が発達している場合は、植生の

中に踏み入ることはなく、外から見える範囲で出現した植物を記録した。3）の

砂地には、砂浜および連続する草地を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 海岸植物の生育場所 a 海岸林と林縁部、および砂地 b 岩場 

 

 調査は 2022 年 1 月 13 日・14 日、4 月 21 日・22 日、7 月 7 日・8 日、10 月・

14 日・15 日に行った。植物の同定は林ら（2013）、木場ら（2011）、北原（2007）、

中西（2020）、大橋ら（2015〜2017）により、和名と学名は YList3に準拠した。 

 
2 気象庁 過去の気象データ検索 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php（2022 年 9 月17日閲覧） 
3 米倉浩司、梶田忠（2003-）「BG-Plants 和名-学名インデックス」（YList） 

http://ylist.info（2022 年 9 月 8 日閲覧） 
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結果 

 3 つの生育場所の合計で、シダ植物 1 種、種子植物 83 種が出現した（表１）。

うち、草本と蔓植物は 65 種、高木と低木は 18 種だった。草本と蔓植物では海岸

林と林縁に出現したものが最も多く 53 種、ついで岩場では 41 種、砂地では 30

種だった。この中で、大橋ら（2015〜2017）に掲載されている海岸生の植物は、

海岸だけを分布域としないものも含めて 37 種だった。一方で澤田ら（2007）は

海岸植物を「海と陸の境界部に特有の立地を主な生育地とし、それ以外の立地に

はほとんど出現しない在来の維管束植物種」と定義してチェックリストを作って

いる。今回の出現種の中で、このリストに当てはまるものは 27 種であった。こ

こではこの 27 種を「狭義の海岸植物」と呼ぶ。 
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【草本・蔓植物】 

 海岸林と林縁だけに出現したものは 16 種だった。そのうち、ハマウドが狭義

の海岸植物、オニヤブソテツとフウトウカズラとツルソバは海辺に多い植物だが、

それ以外のウラシマソウ、ヤマノイモ、ツユクサ、アオツヅラフジ、ヤブカラシ、

ミヤコグサ、オッタチカタバミ、ママコノシリヌグイ、カントウタンポポ、オニ

タビラコ、キヅタ、ヤブニンジンは内陸部の樹林内や林縁部、草地に普通に見ら

れ、海岸植物のカテゴリには含まれない。この中でウラシマソウとヤブニンジン

は、密生した海岸林の木本の陰にのみ見出された。こうした林床では海水の微小

な飛沫も、厚く茂った木本の葉に遮られて届きにくいのかもしれない。 

 岩場だけに出現したのは 8 種であり、そのうちヒゲスゲ、アイアシ、タイトゴ

メの 3 種は狭義の海岸植物、ハチジョウナも海岸によく見られる在来種である。

残り 3 種のうちサルトリイバラは内陸の明るい林縁や草地に普通に見られる植物

で、シナガワハギは海岸近くに多い外来植物、ヒメヒオウギズイセンは逸出した

栽培植物である。ヤセウツボは外来の寄生植物で、この海岸ではハマエンドウに

寄生していた。 

 海岸林の林縁と岩場の両方に出現したものは 13 種であり、うちハチジョウス

スキ、イソギク、ラセイタソウが狭義の海岸植物である。ダンチク、ヨシ、メダ

ケ、テリハノイバラ、ツワブキも海岸でよく見られる種だが、ミツバアケビ、ヤ

エムグラ、ヨモギ、ノゲシ、スイカズラは内陸の草地や明るい林縁に普通である。 

 砂地だけに出現した植物はメヒシバ、ススキ、グンバイヒルガオの 3 種であり、

うちグンバイヒルガオが狭義の海岸植物である。砂地と海岸林の林縁の両方に出

現したものは 7 種であり、うちハマカンゾウ、ハマオモト、コウボウムギ、ハマ

ボウフウが狭義の海岸植物である。ノブドウとイタドリは内陸の草地や林縁に普

通に見られる種であり、コマツヨイグサも内陸の草地によく見られる外来種であ

る。 

 砂地と岩場の両方に出現した 3 種のうち、オカヒジキが狭義の海岸植物である。
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ギョウギシバは海岸に多く見られるが内陸の荒れ地にも生育する植物であり、イ

ガオナモミは海岸や河川敷などで見られる外来種である。 

 海岸林の林縁、岩場、砂地の全てで出現したものは 17 種だった。このうち狭

義の海岸植物はスカシユリ、コウボウシバ、ケカモノハシ、ハマエノコロ、ハマ

エンドウ、ハマダイコン、ツルナ、ハマボッス、ハマサオトメカズラ、ハマヒル

ガオ、ハマゴウ、ネコノシタ、ハマゼリ、ボタンボウフウである。残りのエビヅ

ル、ギシギシ、オオジシバリは内陸の草地や林縁、路傍にも普通に見られる種で

ある。 

【高木・低木】 

 18 種全てが海岸林で出現し、うちヤブニッケイ、タブノキ、シロダモ、オオ

バグミ、マルバアキグミ、ヤマグワ、マサキ、ヤツデ、トベラは、海岸林から離

れた岩場の上にも生育していた。これらは木本の中でも特に海水の飛沫に強いも

のと思われる。 

 

考察 

 今回の調査で出現した狭義の海岸植物 27 種は、現段階では環境省のレッドリ

ストには含まれていないが、都道府県レベルのレッドリストに掲載されているも

のが多かった4（表２）。ハマオモト、ケカモノハシ、ハマゴウ、ネコノシタの 4

種は絶滅している地域があり、スカシユリ、ハマカンゾウ、コウボウムギ、ハマ

ゼリなど 7 種は情報不足5の地域がある。そしてコウボウシバ、ヒゲスゲ、アイ

アシ、タイトゴメ、ボタンボウフウなど 17 種は絶滅危惧 I 類相当の地域があり、

これらを含む 16 種が絶滅危惧 II 類、19 種が準絶滅危惧とされる地域があった。

 
4 NPO 法人 野生動物調査協会と NPO 法人 Envision 環境保全事務所。 
日本のレッドデータ検索システム 
http://jpnrdb.com/search.php?mode=spec（最終閲覧日 2022 年 10 月 15 日） 

5 レッドリストにおける「情報不足」は、目撃例が少なく生息・生育状況が不明なものを指すため、絶

滅に並ぶほど憂慮すべき状況である。 
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つまり坂田海岸で出現した狭義の海岸植物 27 種のうち、実に 22 種（81.5%）が

全国のどこかの都道府県でレッドリストに掲載されていることになる。このうち

ハマオモト、ヒゲスゲ、ハマウド、ハマゼリ、ハマボウフウは今回の調査ではわ

ずかしか見られなかった。今後個体数や被度の変化に着目すべき種と思われる。 

 

表２ 坂田海岸に出現した狭義の海岸植物の都道府県レッドデータリスト掲載状況 

（数値は都道府県数） 
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 海岸植物が各地で絶滅の危機に瀕している原因は、その生育地の減少にある。

環境省の 1996 年度調査結果6によれば、全国の海岸の総延長のうち自然海岸は

53.1%しかなく、人工海岸は 33.7%もあり、この数値からもわが国の沿岸環境の

厳しい状況を見てとることができる。海岸が完全に埋め立てられた場合は当然そ

の場所の海岸植物は消滅してしまう。それだけでなく、陸から海にかけての環境

勾配が分断されても海岸植物の種数は減少する（Koyama・Ide 2020）。汀線まで

の距離が短い岩礁海岸の場合はさらに深刻で、海岸林と磯の間に遊歩道が一本造

成されれば陸と森の境界域は潰され、海岸植物の生える余地はなくなってしまう。

また河川改修による砂の供給量減少、海岸の砂防林造成に伴う砂浜の幅の減少に

よっても、海岸植物の生育地は縮小している（由良 2014; 澤田 2014）。砂浜海岸

ではこの他に、海水浴場などで繰り返し人が踏みつけたり、砂浜に車が乗り入れ

ることによる海岸植物への被害が大きい（由良 2001）。 

 海岸植物の生育地が減少・消滅することに

よって打撃を受けるのは、植物そのものだけ

ではない。今回の調査中に砂地の 1 箇所で、

コウボウムギの混じるハマヒルガオの群落中

に直径 5〜7 mm 程度の孔が多数発見された。

掘ってみると、シロスジコガネ Polyphylla 

albolineata (Motschulsky)（コガネムシ科）の

幼虫が出現した（写真２）。本種は大阪府で

絶滅危惧 I 類、千葉県・神奈川県・兵庫県・

愛媛県で絶滅危惧 II 類、和歌山県・広島県・

香川県・長崎県で準絶滅危惧の甲虫である7。

 
6 環境省 環境統計集（平成 28 年度版）[EXEL 版] 3 章 自然環境 

https://www.env.go.jp/doc/toukei/contents/tbldata/h28/2016-3.html（2022 年 9 月 18 日閲覧） 
7 NPO 法人 野生動物調査協会と NPO 法人 Envision 環境保全事務所。 
日本のレッドデータ検索システム（脚注 4） 

写真２ 調査中に発見された 

シロスジコガネの幼虫 
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幼虫が育つ砂浜が全国的に減少したために、かつて普通種だったこの昆虫も現在

各地で絶滅の危機に瀕している。坂田海岸は本種幼虫が生息できる砂浜が小規模

ながら存在し、食物と思われるハマヒルガオやコウボウムギ8も生育する、今で

は貴重な海岸なのである。 

 生活史の中で海岸植物が必須でない昆虫（ハチ類）の種数も、海岸植物の種数

の増加に伴って増加するという（Koyama・Ide 2020）。陸と海の境界領域の保全

は、地域全体の生物多様性の豊かさを守る上で重要である。 

 海岸植物の果実や種子は水に浮き、海流で分散するものが多い（中西 2008）。

坂田海岸で出現した狭義の海岸植物 27 種の中で、判明しているだけでも半数以

上の 15 種が海流分散する（澤田・津田 2005; 中西 2013）。このため局所的に個

体群が消滅しても、遠隔地から供給された種子により個体数の回復が可能と考え

られている（澤田・津田 2005）。その意味では海岸植物は、潮間帯の底生動物と

似ている。貝類、甲殻類、多毛類などの底生動物のほとんどが浮遊幼生期をもち、

生まれた海岸から沿岸流や海流によって分散する。つまり 1 箇所の海岸の中だけ

で個体群が完結しているわけではなく、局所個体群同士が海域内・海域間でネッ

トワークを形成しメタ個体群が成立しているのだ（風呂田 2000; 浜口ら 2005）。

干潟や塩性湿地で底生動物の多くが絶滅の危機にあるのは、埋め立てや護岸に

よって多数の生息地が消失したために、浮遊幼生ネットワークが崩壊したことが

原因だと考えられている。海岸植物の場合もまったく同じように、生息地の減少

によるメタ個体群の崩壊が懸念されている（澤田 2014）。 

 したがって絶滅の危機から救うための方策も、海岸植物と干潟の底生動物では

共通部分があると思われる。最も重要なのは、現存する生育地を 1 箇所でも多く

 
8 愛媛県レッドデータブックには、本種幼虫はマツなどの根を食べるとあるが（愛媛県 2014）、坂田海

岸にはマツはない。日塔・立花（1953）は南房総太平洋岸の平砂浦で、本種幼虫をコウボウムギ、ハ

マヒルガオ、オニシバ、チガヤといった砂浜の植物の間で多数採集している。また伊藤・唐亀

（2013）の飼育実験によっても、本種幼虫はマツ以外にコウボウムギやハマヒルガオを食べることが

確かめられている。 
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保全することであろう。規模の大きな生育地の保全は大前提であるが、今回の調

査地のような小さな海岸をできるだけ多く保全することも有効だろう。少なくと

も種子供給源をこれ以上減らさないことは必須である。 

 底生動物の場合は、人工的な水路に砂泥が堆積して生じた多数の小規模な干潟

に希少種が生息し、幼生供給ネットワークに寄与する可能性が指摘されている

（柚原ら 2013）。失われた海岸の代替地の造成は各地で行われているが、このよ

うに期せずして自然が形作った場の調査と評価も、海岸植物の保全の手がかりと

なり得るのではないだろうか。 
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